
 

図 1 「北海道高校生防災サミット」の概要 

 

 

 

図 2 「北海道高校生防災サミット」の取組の展開 

 

目 

的
安全で安心な社会づくりに貢献できる資質・能力の育成を目指して、本道の高校生による防災

サミットを開催し、地震、津波、火山噴火、暴風雪などの自然災害に対する高校生の防災・減災
に関する提言とするとともに、生徒会等を中心とした高校生の防災ネットワークの構築を図る。

３【全体会】
・意見交換、提言作成・発表
・高校生防災宣言

「北海道の防災・減災に向けた、わたしたちの提言」

全 道 へ 発 信

２【分科会】
・テーマ
①知識を得る～過去の教訓の伝承
②意識を高める～災害の備えと迅速な避難
③共に行動する～社会貢献、地域・学校・行政

に協力できること
④防災・減災に関して今、高校生ができること
※教員向け分科会

・参加者による実践発表
・協議・交流、提言の作成

○開催日
2021年10月15日 参加者 27校 87名
2022年11月18日 参加者 37校 135名

○主会場（札幌会場）
TKP札幌赤レンガ前

○地方会場
各管内の高校生及び教員対象 Zoomによる参加

１【講演】学校教諭、大学教授 ～事前オンデマンド
「地域防災の担い手として高校生に期待すること」  

大学教授
北海道立総合研究機構
札幌管区気象台
国土交通省北海道開発局 等

「北海道 高校生防災サミット」
2019年度
「世界津波の日」

高校生サミット成果

主会場（札幌市）
・石狩管内の学校
・災害分野の専門家

地方会場（13管内）
・石狩管内以外の学校
・道外高校 ※2022年
（宮城県・熊本県）

・災害分野の専門家
１ 地震
２ 津波
３ 風水害   
４ 暴風雪          
５ 火山        

Zoom併用

 事前の取組として、2021 年はアンケート調査を実施し、高校生が主体的にサミットに参

加できるよう、協議したい内容等の意見を集約した。その後、各校において防災への取組

の促進を図り、北海道が取り組む「1日防災学校」8)をはじめ、 各教科等において防災学習

を実施したほか、オンデマンド講演を通して、過去に被災した高校生の体験や専門家によ

る地域防災リーダーとして期待することなどを聞いて防災に対する意識を高めた（図 2）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 「北海道高校生防災サミット」の取組概要 

 サミット当日は、3つの分科会に分かれ、各テーマに沿った議論を行い、全体会では、実

践発表と分科会での協議内容の交流、災害分野の専門家からの助言、高校生による提言発

表等を行った。 

 サミット後の取組として、参加者へのアンケート調査を実施したほか、提言ポスターを

作成し、全道への発信と成果の普及を行ったり、各校において提言内容を実践したりする

など、高校生の防災ネットワークの構築と全道の高校生の防災意識の向上を図った。 

 2022 年は、事前に「高校生防災カフェ」をオンラインで開催し、各地域の想定される災

害リスクや前年のサミット以降の各校の取組について意見交流した。その後、2021 年同様、

各校において防災への取組の促進を図り、防災学習を実施したほか、オンデマンド講演を

通して、防災に対する意識を高めた。 

 サミット当日は、前年同様、3つの分科会に分かれて議論を行い、提言発表等を行った。

サミット後の取組についても前年と同様の取組を行った。参加校が事前に準備するための

ワークシートを用意し、学校・地域の紹介のほか、「地域で想定される災害と学校や家庭、

地域での防災・減災の取組」「オンデマンド講演の内容から、これから取組を進める上で参

考になったこと」「今後、私たち高校生が防災・減災の取組を進めていくために必要なこと」

の 3点について記入を求めた（図 3）。 

 サミット本番では、3つの分科会に分かれて意見交換・協議を行った。 

【オンデマンド講演】（８⽉）各学校 
・熊本地震で被災した⾼校⽣の体験等 

【教科等における防災学習】各学校 
取組例「１⽇防災学校」 
・⾃衛隊、気象台等の防災関係機関との 

連携した取組 
・避難所設営体験 
・地域と連携した避難訓練 等 

 【事前アンケート調査】（７⽉） 
・⾼校⽣が主体的にサミットに参加できるよう、協議したい内容等の意⾒集約 

【サミット事前ミーティング】（10 ⽉７⽇、８⽇）オンライン開催 
・サミット当⽇の円滑な協議のためのアイスブレイクの実施 
・助⾔者による防災・減災の基本的な考え⽅に関する講話 

事
前
の
取
組 

【事前学習】（９⽉）各学校 
・学校や家庭、地域での防災の現状 
・⾼校⽣ができる防災・減災の取組 

 
 

【分科会等】 
分科会１「災害時に⾃らの命を守り抜くために〜災害への備えと迅速な避難」 
分科会２「地域防災⼒の向上のために〜コロナ禍の防災対策、社会で貢献できること」 
分科会３「私たち⼀⼈⼀⼈の防災意識を⾼めるために〜家庭でできること、学校で取り組むこと」 
教員向け研修「防災教育に係る実践報告及び交流」 

 【全体会】 
・実践発表 北海道浦河⾼等学校「北海道浦河⾼等学校の取組み」 

北海道標津⾼等学校「標津から発信する防災・減災」 
・分科会での協議内容の交流、災害分野の専⾨家からの助⾔ 
・提⾔発表 

【参加者アンケート調査】 
・参加者の変容等、サミットの成果 
・学校、家庭、地域でのサミット後の活動 

【提⾔ポスター作成】 
・サミットの提⾔の発信 
・成果の普及 

・⾼校⽣の防災ネットワーク構築、全道の⾼校⽣の防災意識向上 
・各学校における防災教育推進 
・道教委主催の継続的な防災教育（「⾼校⽣防災カフェ」の実施） 

事
後
の
取
組 
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図 3 「北海道高校生防災サミット」カレンダー付きポスター 


